
年
頭
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
３
月

11日
に
東
日
本

大
震
災
、
続
い
て
福
島
第
一
原
発

の
爆
発
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
市
議
団
は
、
国
民
の
苦

難
軽
減
と
い
う
立
党
の
精
神
を
発

揮
し
て
、
街
頭
か
ら
の
被
災
者
救

援
募
金
や
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
統
一
地
方
選
挙
は
こ
の
よ

う
な
も
と
で
行
わ
れ
、
４
人
全
員

を
市
議
会
に
送
り
出
し
て
頂
き
ま

し
た
。
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

川
合
市
政
が
発
足
し
て
３
年
近

く
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の

市
政
は
、
都
市
計
画
税
の
増
税
や

福
祉
削
減
の
連
続
で
暮
ら
し
が
大

変
だ
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
一
方
で
様
々
な
施
策
の
決

定
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の

意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
政

懇
談
会
を
議
会
ご
と
に
開
き
、
み

な
さ
ん
の
要
望
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
暮
ら
し
福
祉
の
充
実
や
災

害
対
策
、
放
射
能
汚
染
対
策
な
ど
、

繰
り
返
し
市
議
会
で
取
り
上
げ
建

設
的
な
提
案
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

今
年
は
市
政
施
行

90周
年

の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

貧
困
と
格
差
が
広
が
る
な
か
、

福
祉
優
先
、
災
害
に
強
い
街

づ
く
り
、
市
民
参
加
で
住
民

が
主
人
公
の
市
政
実
現
の
た

め
力
を
あ
わ
せ
頑
張
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
元
旦

日
本
共
産
党
川
越
市
議
団

12月
市
議
会
の
経
過

12月
市
議
会
は
、

11月

24日
か

ら

12月

16日
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
今
議
会
で
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
関
わ
る
条
例
改
正

（
８
件
）
、
ふ
れ
あ
い
歯
科
診
療

所
の
設
置
（
診
療
所
の
廃
止
を
含

む
）
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

（
石
田
本
郷
地
区
）
、
学
童
保
育

室
条
例
の
一
部
改
正
（
保
育
料
値

上
げ
）
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
な
ど

21議
案
と
「
請
願
」

１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
６
議
案
に

４
人
の
議
員
が
本
会
議
で
質
疑

を
行
い
、
学
童
保
育
の
値
上
げ

案
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の

２
件
に
つ
い
て
反
対
、
残
る

19

議
案
と
請
願
に
賛
成
し
ま
し
た
。

請
願
を
不
採
択

世
論
に
逆
行

放
射
能
汚
染
の
広
が
り
な
ど

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を

求
め
る
声
が
世
論
調
査
で
も
８

割
を
超
す
な
か
、
「
原
発
か
ら
の

撤
退
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見

直
し
を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
の

川
越
市
議
会
で
の
採
択
を
求
め
る

請
願
」
が
市
民
２
６
２
名
の
署
名

で
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

の
４
名
な
ど
７
名
が
賛
成
し
ま
し

た
が
反
対
多
数
で
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
（
要
旨
は
上
記
の
通
り
）

値
上
げ
案
に
附
帯
決
議

学
童
保
育
料
の
値
上
げ
に
つ
い

て
は
、
３
千
円
か
ら
段
階
的
に
８

千
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
し
た
。

保
護
者
た
ち
か
ら
４
７
０
０
筆
を

超
え
る
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
議
員
か
ら
「
保
護
者
へ
の

説
明
不
足
」
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
議
案
に
附
帯
決
議
が

出
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

①
公
設
公
営
の
徹
底
で
責
任
持
つ

運
営
を
。
②
保
護
者
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
し
信
頼
関
係
の
回
復
に

努
め
る
。
③
保
育
料
改
定
は
近
隣

他
市
と
の
均
衡
を
図
り
過
度
な
市

民
負
担
を
課
さ
ず
適
宜
見
直
す
。

④
施
設
改
修
は
必
要
な
検
討
を
進

め
る
。

川
越
シ
ャ
ト
ル
見
直
し

に
も
再
考
求
め
る
決
議

議
会
初
日
に
川
越
シ
ャ
ト
ル
を

現
行
の

19路
線
か
ら

10路
線
に
縮

小
す
る
な
ど
の
見
直
し
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
公
共
交
通
空
白
地

域
が
生
ま
れ
る
こ
と
な
ど
の
問
題

点
を
指
摘
。
議
会
か
ら
再
考
を
求

め
る
決
議
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
年

お
め

で
と

う
ご

ざ
い
ま

す

〇 賛成

× 反対

原発から
の撤退等
（請願）

学童保育料

値上げ議案

日本共産党 〇 ×
やまぶき会 × 〇
公明党 × 〇

自民クラブ × 〇
民主党 × 〇

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ川越21 × 〇
市民フォーラム 〇 牛窪議員は退席

高橋議員は反対

みんなの党 × 〇
無所属 〇 〇
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市政・生活相談 お気軽にご相談ください

市民の声は反映されたか？

福
島
第
一
原
発
の
事
故
は
、
国

民
の
前
に
そ
の
危
険
性
を
明
ら
か

に
し
た
。
放
射
性
物
質
の
拡
散
は

ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
将
来
の
子

ど
も
た
ち
の
健
康
と
生
命
に
計
り

知
れ
な
い
悪
影
響
を
与
え
る
。
現

在
の
原
発
の
技
術
は
本
質
的
に
未

完
成
で
危
険
。
莫
大
な
放
射
性
物

質
（
死
の
灰
）
を
閉
じ
込
め
て
お

く
完
全
な
技
術
は
存
在
し
な
い
。

世
界
有
数
の
地
震
・
津
波
国
で
あ

る
日
本
に
集
中
的
に
建
設
す
る
こ

と
は
危
険
。
世
界
で
は
原
子
力
発

電
か
ら
脱
却
し
太
陽
光
、
地
熱
、

風
力
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
が
図
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
は
世
界

有
数
の
レ
ベ
ル
だ
が
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
大
き
く
立
ち
遅
れ

て
い
る
。
今
回
の
事
故
を
教
訓
に

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的

に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
に
対
し
、
原
発
か
ら
の
撤
退

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し

を
求
め
る
よ
う
市
議
会
か
ら
意
見

書
を
あ
げ
て
欲
し
い
。

日本共産党川越市議会議員団 市議会報告 (1)

日本共産党 希望の持てる社会をみなさんとともに

とき ２０１２年２月１８日(土)

１０：００～１２：００

ところ 川越西文化会館（メルト）

２階 第１会議室

みなさんお誘いあってご参加下さい

原
発
か
ら
の
撤
退
等
を
求
め
る
請
願
（
要
旨
）



子
育
て
支
援
に

つ
い
て
①
病
児
・

病
後
児
保
育
事
業

の
拡
充
②
そ
の
他

（
妊
婦
健
康
診
査

助
成
）
と
旧
川
越

街
道
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
。
経
済

状
況
が
悪
化
す
る

中
、
共
働
き
の
ご
家
庭
も
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
や
回

復
時
、
お
母
さ
ん
が
仕
事
を
休
め
な
い

と
き
に
利
用
で
き
る
、
病
児
・
病
後
児

保
育
事
業
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
平
成

18年

９
月
議
会
で
同
事
業
の
必
要
性
を
訴
え
、

平
成

20年

10月
か
ら
事
業
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
愛
和
病
院
の
１
施
設

の
み
、
定
員
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
の
議
員
は
、
２
施
設
目
の
拡
充

と
今
後
の
予
定
を
質
問
し
、
福
祉
部
長

は
、
市
内
中
央
の
三
井
病
院
で
開
始
出

来
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
今
後
他
の
地

域
に
も
整
備
す
る
よ
う
に
川
越
医
師
会

と
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
か
き
た
有
一
議
員
は
、

①
放
射
能
汚
染
②
地
域
経
済
の
振
興
と

国
の
施
策
、
③
公
共
交
通
空
白
地
域
へ

の
対
応
問
題
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
の
問
題
で
は
、
今
議
会

で
か
き
た
議
員
を
含
め
３
人
が
一
般
質

問
す
る
な
ど
関
心
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
心
配
し

て
い
る
「
内
部
被
ば
く
」
や
「
低
線
量

被
ば
く
」
に
つ
い
て
、
学
校
な
ど
の
現

場
が
き
ち
ん
と
認
識
し
て
い
る
か
質
し

ま
し
た
。
市
内
の
数
千
地
点
に
及
ぶ
調

査
や
、
数
百
カ
所
の
除
染
な
ど
は
優
れ

た
取
り
組
み
で
す
が
、
学
校
給
食
な
ど

食
材
の
検
査
に
つ
い
て
は
測
定
器
も
購

入
さ
れ
て
お
ら
ず
対
応
は
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
す
。
今
後
の
対
応
に
注
目
で
す
。

公
共
交
通
の
問

題
で
は
、
市
内
の

診
療
所
が
東
京
大

学
と
共
同
し
て
実

証
実
験
し
て
い
る

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
取
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
、
市

と
し
て
検
討
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

県
内
企
業
（

56

人
以
上
）
の
障
が

い
者
雇
用
率
は
、

全
国
最
下
位
。
特

に
知
的
・
精
神
障

が
い
者
が
低
い
状

況
で
す
。

川
口
議
員
は
、

臨
時
職
員
の
雇
用

を
進
め
デ
ー
タ
入

力
や
印
刷
な
ど
専

門
の
係
り
を
設
置
す
る
よ
う
提
案
。
福

祉
部
長
は
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
関
係
部
局
と
の

調
整
が
必
要
。
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
と
答

弁
。
ま
た
、
成
人
式
な
ど
の
記
念
品
は
、

授
産
施
設
や
作
業
所
で
作
っ
た
ク
ッ
キ
ー

や
お
せ
ん
べ
い
等
を
発
注
し
就
労
機
会

を
増
や
す
べ
き
と
質
問
。
同
部
長
は
、

市
内
の
障
害
者
施
設
の
製
品
紹
介
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
の
で
売
り
上

げ
向
上
に
努
め
る
と
答
弁
。
そ
の
他
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
に
つ
い
て
や
市
の

移
動
支
援
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
、
有

料
化
さ
れ
た
駐
輪
場
に
つ
い
て
市
民
の

声
を
紹
介
し
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

本
山
議
員
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
市
事
業
推
進
部
長
は

計
画
停
電
時
、
８
ヶ
所
の
受
・
浄
水
場
は
非
常
用
自

家
発
電
が
稼
動
し
、
配
水
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
燃
料
の
確
保
に
苦
慮

し
た
。
今
後
は
燃
料
槽
の
容
量
の
増
設
、

異
な
る
燃
料
の
統
一
を
図
る
と
答
弁
。

同
議
員
は
大
震
災
発
生
時
に
は
市
内
全

域
で
水
道
管
の
損
傷
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
市
民
・
事
業
者
が
所
有
す
る

井
戸
の
設
置
状
況
を
調
査
し
、
民
間
井

戸
を
市
に
登
録
し
て
標
識
を
民
家
な
ど

に
表
示
し
、
災
害
時
に
断
水
家
庭
・
避

難
者
が
利
用
で
き
る
「
災
害
給
水
井
戸

登
録
制
度
」
を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
市
に
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
総
務

部
長
は
市
内
民
間
の
井
戸
の
調
査
を
関

係
部
署
と
協
議
し
、
災
害
時
、
民
間
井

戸
の
生
活
用
水
利
用
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

みなさんの願い実現へ、建設的に提案 日本共産党
12月市議会で日本共産党議員団は、市民の切実な要求をかかげ、4人の議員全員が10項目にわたる一般質問を行いました。

障がいあっても共に働き暮らせるまちに
川口ともこ議員

災害からいのち、暮らし守る施策を
本山修一議員

斎
場

建
設

地
縮

小
建

設
「

や
す

ら
ぎ

」
東

側
へ

新
斎
場
建
設
予
定
地
を
事
業

に
協
力
を
得
ら
れ
な
い
地
権
者

と
そ
の
隣
接
地
を
除
い
た
区
域

を
図
の
よ
う
に
見
直
し
当
初
予

定
地
（
破
線
）
を
縮
小
し
、
平

成

29年
度
完
成
め
ざ
し
建
設
予

定
（

10炉
、
他
予
備
２
炉
）
。

日
本
共
産
党
は
現
斎
場
が
今
後

５
年
か
ら

10年
に
火
葬
能
力
の

限
界
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
新
斎

場
建
設
地
確
保
を
早
急
に
行
う

よ
う
議
会
で
指
摘
。

子
ど
も
手
当
が
減
額

２
０
１
１
年

10月
か
ら
子
ど
も

手
当
て
減
額
の
子
ど
も
の
割
合
は

７
５
％
に
の
ぼ
る
こ
と
が
、
今
議

会
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
質
疑

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
扶
養
控
除
の
見
直
し
等
を
含

め
る
と
２
０
１
２
年
１
月
か
ら
は
、

年
収
５
０
０
万
円
夫
婦
と
小
学
生

２
人
の
場
合
、
６
万
４
千
円
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
。

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

で
消
費
税
の
増
税
も
計
画
が
あ
り

ま
す
が
、
社
会
保
障
も
経
済
も
良

く
な
ら
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の

歴
史
で
明
ら
か
で
す
。

内部被ばくの心配に応える放射能対策を
かきた有一議員

利用しやすい病児・病後児保育へ拡充を
こんの英子議員

夫婦＋子ど

も２人の場合

３歳未満児

＋小学生
小学生２人

年収300万 －11,000円
49,000円

（負担増）

年収500万
4,000円

（負担増）
64,000円
（負担増）

年収700万
56,000円

（負担増）

116,000円

（負担増）

減額など家庭への影響
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